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日

号
外

ペ
ー
ジ

一
九

検
疫
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

一
九

二

二
〇

厚
生
年
金
基
金
規
則
等
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
六

六

二
一

職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

二
六
38

一
〇

二
二

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
六
38

一
一

〇
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業
省
、

環

境

省

一

新
規
化
学
物
質
の
製
造
又
は

輸
入
に
係
る
届
出
等
に
関
す

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

一
20

二

〇
農
林
水
産
省

七

動
物
用
医
薬
品
等
取
締
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

二

一

八

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理

化
に
関
す
る
法
律
第
八
十
七

条
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
る

立
入
検
査
証
の
様
式
を
定
め

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

三

五

九

飼
料
及
び
飼
料
添
加
物
の
成

分
規
格
等
に
関
す
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

四

一

一
〇

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び

品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

四

一

一
一

農
林
畜
水
産
業
関
係
補
助
金

等
交
付
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

一
七

二

一
二

厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農

林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合

制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の

農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組

合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法

律
の
施
行
に
伴
う
存
続
組
合

が
支
給
す
る
特
例
年
金
給
付

等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

一
八

一

〇
経
済
産
業
省

二

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理

化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

一
八
32

一

三

核
燃
料
物
質
の
加
工
の
事
業

に
関
す
る
規
則
及
び
使
用
済

燃
料
の
再
処
理
の
事
業
に
関

す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

二
六
38

一
二

四

実
用
発
電
用
原
子
炉
の
設

置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則

等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
六
38

一
二

〇
経
済
産
業
省
、
環
境
省

一

第
三
種
監
視
化
学
物
質
に
係

る
有
害
性
の
調
査
の
項
目
等

を
定
め
る
省
令
及
び
第
三
種

監
視
化
学
物
質
の
有
害
性
の

調
査
の
指
示
に
関
す
る
省
令

を
廃
止
す
る
省
令

一
20

三

〇
国
土
交
通
省

二

建
設
業
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

三
22

一

三

特
定
建
設
資
材
に
係
る
分
別

解
体
等
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

九
26

一

〇
国
土
交
通
省
、
環
境
省

一

建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再

資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

九
26

一
〇

〇
環

境

省

一

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
六
39

一

二

汚
染
土
壌
処
理
業
の
許
可
の

申
請
の
手
続
等
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
六
39

二
六

三

土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
く

指
定
調
査
機
関
及
び
指
定
支

援
法
人
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
六
39

三
二

規

則

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
人

事

院

九
e

四
〇
e

三
六

人
事
院
規
則
九
e

四
〇
（
期

末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
）
の

一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規

則

一
20

三

九
e

四
三
e

三
人
事
院
規
則
九
e

四
三
（
休

日
給
）
の
一
部
を
改
正
す
る

人
事
院
規
則

一
20

四

九
e

九
七
e

一
人
事
院
規
則
九
e

九
七
（
超

過
勤
務
手
当
の
支
給
割
合
）

の
全
部
を
改
正
す
る
人
事
院

規
則

一
20

四

一
五
e

一
四
e

二
五

人
事
院
規
則
一
五
e

一
四

（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日

及
び
休
暇
）
の
一
部
を
改
正

す
る
人
事
院
規
則

一
20

四

訓

令

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
内

閣

府

二

内
閣
府
政
策
統
括
官
の
職
務

分
担
に
関
す
る
訓
令
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令

一
二

二

告

示

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
内

閣

府

六七

地
域
再
生
法
第
二
十
条
第
一

項
に
規
定
す
る
指
定
金
融
機

関
を
指
定
し
た
件

一
六

一

〇
宮

内

庁

二

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
京
都
府

へ
行
幸
啓
に
な
る
件

二
六

七

〇
国
家
公
安
委
員
会

五

国
家
公
安
委
員
会
所
管
事
業

分
野
に
お
け
る
個
人
情
報
保

護
に
関
す
る
指
針
を
定
め
る

件

五
24

五

〇
金

融

庁

一
二

本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業

者
等
を
指
定
す
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

八

三

一
三

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
第
四
十
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
認
定
個
人
情

報
保
護
団
体
か
ら
認
定
業
務

の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
件

九

三

一
四

本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業

者
等
を
指
定
す
る
件
の
一
部

を
改
正
す
る
件

一
〇

一

一
五

銀
行
法
施
行
規
則
第
十
七
条

の
三
第
二
項
第
三
号
及
び
第

三
十
八
号
の
規
定
に
基
づ
く

銀
行
等
の
子
会
社
が
営
む
こ

と
の
で
き
る
業
務
か
ら
除
か

れ
る
義
務
等
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

二
六

七

一
六

信
用
協
同
組
合
の
出
資
の
総

額
が
二
千
万
円
以
上
で
あ
る

こ
と
を
要
す
る
市
を
指
定
す

る
件
等
の
一
部
を
改
正
す
る

件

二
六

七

〇
金
融
庁
、
法
務
省
、

財
務
省

一

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関

す
る
法
律
第
四
十
四
条
第
一

項
第
十
三
号
の
規
定
に
基
づ

き
口
座
管
理
機
関
を
指
定
す

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
二

二

™
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